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Ⅰ．2020年ＳＣ動向について  1．2020年上期（1～6月）オープンＳＣの概要 

 
 

（1）オープンＳＣデータの比較 

 

 

 

 

 

 
 
（2）立地別オープンＳＣ数              （3）店舗面積別オープンＳＣ数の比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
（4）都道府県別オープンＳＣ数         （5）オープンＳＣテナント数の業種別構成比 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2017 年 

（1～6 月） 

2018 年 

（1～6 月） 

2019 年 

（1～6 月） 

2020 年 

(1～6 月) 

ＳＣ数 25ＳＣ 17ＳＣ 16ＳＣ 21ＳＣ 

1ＳＣあたりの店舗面積 23,152 ㎡ 19,923 ㎡ 15,217 ㎡ 15,000 ㎡ 

1ＳＣあたりのテナント数 63 店舗 60 店舗 39 店舗 58 店舗 

店舗面積 
2017 年 

（1～6 月） 

2018 年 

（1～6 月） 

2019 年 

（1～6 月） 

2020 年 

（1～6 月） 

10,000 ㎡未満 11 7 9 10 

10,000 ㎡以上 20,000 ㎡未満 5 5 5 5 

20,000 ㎡以上 30,000 ㎡未満 3 1 0 4 

30,000 ㎡以上 50,000 ㎡未満 3 1 0 2 

50,000 ㎡以上 3 3 2 0 

計 25 17 16 21 

 
都道府県 

立地 
計 

中心 周辺 

北海道 (0)    0 

東北 (0)    0 

関東・ 

甲信越 

(14) 茨城県  1 1 

埼玉県  2 2 

東京都 1 5 6 

神奈川県 1 3 4 

山梨県  1 1 

中部 (0)    0 

近畿 (3) 京都府 1  1 

大阪府  1 1 

和歌山県  1 1 

中国･ 

四国 

(1) 
高知県  1 1 

九州･ 

沖縄 

(3) 福岡県  2 2 

沖縄県  1 1 

 計 3 18 21 

【参考】2019 年（前年）オープンＳＣデータ 

1～12 月（年間） 

ＳＣ数     46ＳＣ 

1ＳＣあたりの店舗面積  15,839 ㎡ 

1ＳＣあたりのテナント数 50 店舗 

3
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周辺

（ＳＣ） 

2020 上期（1～6 月）オープンは 21ＳＣ 
 

2020 年上期（1～6 月）は首都圏の周辺立地を中心に 21ＳＣがオープン。中小型のＳＣが目立つ。新型

コロナウイルスの影響によるオープン延期が相次ぎ、6 月オープンが約半数を占める。 
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22.0%

20.1%

サービス

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

(3分類)

2016年

（年間）

2017年

（年間）

2018年

(年間)
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2020年

(1～6月)

凡例

(5分類)

（立地区分の考え方） 

中心地域：人口 15 万人以上の都市で、商業機能が集積した中心市街地 

周辺地域：中心地域以外の地域 
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（6）2020 年上期（1～6 月）オープンＳＣ一覧 

（オープン日順、7 月 8 日時点速報版） 

No ＳＣ名 所 在 地 立地 ディベロッパー 

店舗面積 

(㎡) 

*注1 

ﾃﾅﾝﾄ 

数 

(店舗) 

キー 

テナント 

ｵｰﾌﾟﾝ日 

*注2 

1 
マルナカ高知インター

店 
高知県高知市 周辺 ㈱マルナカ 3,349 12 

マルナカ高知

インター店 
1 月 

2 ビバモール甲斐敷島 山梨県甲斐市 周辺 ㈱LIXIL ビバ 17,316 22 

スーパービバ

ホーム甲斐敷

島店 

2 月 26 日 

3 
SOCOLA 若葉台 

（ソコラ若葉台） 
東京都稲城市 周辺 

野村不動産㈱、

㈱ジオ・アカマ

ツ 

7,234 18 

サンワ

SOCOLA 若葉

台店、ユニク

ロ ソコラ若

葉台店 

3 月 6 日 

4 
ブランチ博多パピヨン

ガーデン 

福岡県福岡市 

博多区 
周辺 大和リース㈱ 18,697 33 

ハローデイ 

ブランチ博多

パピヨンガー

デン店、ケー

ズデンキ

BRANCH 博

多店 

3 月 13 日 

5 
SEA MARK 

SQUARE 
茨城県日立市 周辺 

㈱日立リアルエ

ステートパート

ナーズ 

16,766 26 

ヨークベニマ

ル日立滑川

店、スーパー

ビバホーム 

3 月 19 日 

6 ビバモール東松山 埼玉県東松山市 周辺 ㈱LIXIL ビバ 23,167 32 

スーパービバ

ホーム東松山

モール店  

3 月 25 日 

7 

EQUiA PREMIE 和

光（エキア プレミエ 

和光） 

埼玉県和光市 周辺 東武鉄道㈱ 4,202 30   3 月 26 日 

8 island eye 
福岡県福岡市 

東区 
周辺 

福岡アイランド

シティ特定目的

会社、ジョーン

ズ ラング ラサ

ール㈱ 

17,721 36 

フードウェイ 

アイランドア

イ照葉店 

3 月 27 日 

9 イオンスタイル海老江 
大阪府大阪市 

福島区 
周辺 

イオンリテール

㈱ 
3,916 23 

イオンスタイ

ル海老江 
3 月 28 日 

10 GREEN SPRINGS 東京都立川市 周辺 
㈱立飛ストラテ

ジーラボ 
3,200 29 PLAY! 4 月 10 日 

11 
三井アウトレットパー

ク 横浜ベイサイド  

神奈川県横浜市 

金沢区 
周辺 

三井不動産㈱、

三井不動産商業

マネジメント㈱ 

26,500 169   
6 月 4 日 

(4 月 10 日) 

12 WITH HARAJUKU 東京都渋谷区 中心 
エヌ･ティ･ティ

都市開発㈱ 
10,300 15   

6 月 5 日 

(4 月 25 日) 

13 

Coaska Bayside 

Stores 

（コースカ ベイサイ

ド ストアーズ） 

神奈川県横須賀市 周辺 

アジア･パシフィ

ック･ランド･(ジ

ャパン)･リミテ

ッド 

29,636 104  

イオンスタイ

ル横須賀、横

須賀 HUMAX

シネマズ 

6 月 5 日 

(4 月 24 日) 

14 キーノ和歌山 和歌山県和歌山市 周辺 南海電気鉄道㈱ 4,100 28 
ロックスター

ファームズ  

6 月 5 日 

(4 月 24 日) 

15 
虎ノ門ヒルズ ビジネ

スタワー 
東京都港区 周辺 森ビル㈱ 3,216 59   

6 月 11 日 

(4 月) 
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No ＳＣ名 所 在 地 立地 ディベロッパー 

店舗面積 

(㎡) 

*注 1 

ﾃﾅﾝﾄ 

数 

(店舗) 

キー 

テナント 

ｵｰﾌﾟﾝ日 

*注 2 

16 新風館 
京都府京都市 

中京区 
中心 

エヌ･ティ･ティ

都市開発㈱ 
2,396 21   

6 月 11 日 

(4 月 16 日) 

17 

住友不動産 ショッピ

ングシティ 有明ガー

デン 

東京都江東区 周辺 住友不動産㈱ 40,000 201 

イオンスタイ

ル有明ガーデ

ン 

6 月 17 日 

(4 月 24 日) 

18 イーアス沖縄豊崎 沖縄県豊見城市 周辺 

大和ハウス工業

㈱、大和情報サ

ービス㈱ 

47,600 126    
6 月 19 日 

(4 月 23 日) 

19 

JR 横浜タワー（ニュ

ウマン横浜、シァル横

浜） 

神奈川県横浜市 

西区 
中心 

㈱ルミネ、㈱横

浜ステーシヨン

ビル 

24,352 173   
6 月 24 日 

(5 月 30 日) 

20 
KITANAKA BRICK 

＆WHITE 

神奈川県横浜市 

中区 
周辺 

三井不動産レジ

デンシャル㈱、

丸紅㈱、丸紅リ

アルエステート

マネジメント㈱ 

5,950 16 

Billboard 

Live 

YOKOHAMA 

6 月 25 日 

(4 月 23 日) 

21 

SOCOLA 武蔵小金井ク

ロス（ソコラ武蔵小金

井クロス） 

東京都小金井市 周辺 野村不動産㈱ 5,378 45 

フードウェイ

SOCOLA 武蔵

小金井店 

6 月 30 日 

(6 月 19 日) 

    （店舗面積計） 314,995 ㎡    

 

 

 

 

以上 

 

＊この件に関するお問い合わせは、情報企画部まで（TEL.03-5615-8524） 

  

注 1 各ＳＣの店舗面積は小数点以下を四捨五入した値であるため、店舗面積計と各ＳＣの店舗面積を合計した値は 

必ずしも一致しない。また、店舗面積が非公表のＳＣについては大店立地法の届出面積等を記載している。 
 
注 2 ( )内の日付は新型コロナウイルス感染拡大前の当初のオープン予定日 
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Ⅰ．2020 年ＳＣ動向について  2．2020 年下期（7～12 月）オープン予定のＳＣ等商業施設一覧 

 
 
（1）2020 年下期（7～12 月）オープン予定のＳＣ等商業施設一覧 

（オープン予定日順、7 月 14 日時点速報版） 

No ＳＣ名等 所在地 
店舗面積等

（㎡） 
ディベロッパー 

オープン 
予定日 

1 MIYASHITA PARK 東京都渋谷区 7,913 三井不動産㈱ 7 月 28 日 

2 サンエー石川シティ 沖縄県うるま市 9,862 ㈱サンエー 8 月 1 日 

3 羽生市岩瀬複合商業施設計画 埼玉県羽生市 8,159 ㈱ニトリ、ダイワロイヤル㈱ 8 月 

4 フォルテ羽生岩瀬店 埼玉県羽生市 3,210 ㈱ベルク 8 月 

5 湯村ショッピングセンター 山梨県甲府市 3,605 
㈱にしきマネジメントサービ

ス 
8 月 

6 
住友不動産 ショッピングシティ 

羽田エアポートガーデン 
東京都大田区 7,536 住友不動産㈱ 夏 

7 
三井ショッピングパーク 

ららぽーと愛知東郷 
愛知県愛知郡東郷町 約 63,900 

三井不動産㈱、三井不動産商

業マネジメント㈱ 
9 月 14 日 

8 アミュプラザみやざき 宮崎県宮崎市 18,800 ㈱JR 宮崎シティ 
10 月 14 日(一部) 

11 月 20 日 

9 メガステージ二本松 福島県二本松市 9,093 ㈱アクティブワン 11 月 

10 フォレストモール八王子大和田 東京都八王子市 3,373 合同会社フォレストプロパティ 11 月 

11 イオンタウン岡崎美合 愛知県岡崎市 約 9,132 イオンタウン㈱ 11 月 

12 岡崎駅南複合商業施設 愛知県岡崎市 7,236 ㈱バローホールディングス ほか 11 月 

13 松原天美ショッピングセンター 大阪府松原市 約 34,000 
㈱セブン＆アイ・クリエイト

リンク 
11 月 

14 イオンタウンふじみ野 埼玉県ふじみ野市 22,000 イオンタウン㈱ 秋 

15 イオンモール上尾 埼玉県上尾市 約 34,000 イオンモール㈱ 秋 

16 アトレ竹芝 東京都港区 約 7,800 ㈱アトレ 秋 

17 フォルテ秦野 神奈川県秦野市 6,899 ㈱ベルク 秋 

18 Hisaya-odori Park 愛知県名古屋市中区 約 7,243 三井不動産㈱ 秋 

19 パルコ心斎橋 大阪府大阪市中央区 約 22,000 ㈱パルコ 秋 

20 日本生命栄町ビル 愛知県名古屋市中区 4,500 ㈱大丸松坂屋百貨店 12 月 

 (店舗面積等 合計)  約 282,348 ㎡  

※表中データはオープンしたＳＣも含む。 
※全ての商業施設がＳＣの基準を満たすかどうか現時点では不明であるため、「ＳＣ等商業施設」としている。 
※開業予定は大店立地法届出情報、各企業発表の内容等にもとづく。 
※オープン予定のため面積は店舗面積等とした。 

以上 

 
＊この件に関するお問い合わせは、情報企画部まで（TEL.03-5615-8524） 

 

2020 年下期（7～12 月）のＳＣ等商業施設のオープン予定数は 20 施設 
 

2020 年下期は、愛知県において 2020 年オープンのうち最大規模である「三井ショッピングパークらら
ぽーと愛知東郷」を含む 5 施設がオープン予定。次いで東京都と埼玉県が 4 施設と続く。上期とあわせ
て年間 40 強の施設がオープンする見込み。 
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（参考）2019 年末のＳＣ概況 
 

図表 1-1  ＳＣ総数、店舗面積等の年別推移 

年 

(暦年) 

 

ＳＣ総数 

 

*注 1 

 

総テナント数 

（店） 

 

総キーテナ 

ント数 

（店） 

 

1ＳＣあたり 

テナント数 

（店） 

 

総店舗面積 

（㎡） 

*注 2 

 

1ＳＣあたり 

店舗面積 

（㎡） 

 

ＳＣ年間総売上高 

[推計値] （百万円） 

*注 3 

2001 2,603 115,850 2,437 45 30,611,429 11,760 26,627,500 

2002 2,615 116,178 2,372 44 30,353,763 11,608 26,115,800 

2003 2,611 118,030 2,423 45 31,520,300 12,072 26,189,500 

2004 2,660 122,509 2,454 46 33,114,098 12,449 26,382,600 

2005 2,704 126,427 2,495 47 34,626,441 12,806 26,729,800 

2006 2,759 131,574 2,558 48 36,538,400 13,243 26,830,600 

2007 2,804 136,769 2,593 49 38,028,753 13,562 27,163,300 

2008 2,980 143,999 2,733 48 42,083,792 14,122 27,258,500 

2009 3,013 145,923 2,740 48 42,678,418 14,165 26,896,100 

2010 3,050 149,420 2,715 49 44,179,274 14,514 27,411,000 

2011 3,090 151,462 2,728 49 45,697,455 14,789 27,439,800 

2012 3,096 151,774 2,730 49 46,399,010 14,987 28,187,600 

2013 3,134 154,659 2,771 49 47,869,188 15,274 28,920,900 

2014 3,169 157,164 2,865 50 49,760,294 15,702 29,738,500 

2015 3,195 159,131 2,908 50 50,770,809 15,891 31,077,900 

2016 3,211 159,066 2,931 50 51,724,612 16,109 31,325,900 

2017 3,217 160,591 2,936 50 52,531,060 16,329 32,035,500 

2018 3,220 161,960 2,928 50 53,193,597 16,520 32,659,500 

2019 3,209 163,437 2,916 51 53,651,811 16,719 31,969,400 

注 1 2008 年にＳＣ基準を「物販のテナント数が 10 以上」（旧ＳＣ基準）から、「飲食業、サービス業を含むテナント数が 10 以上」（以下、    

新ＳＣ基準）に変更した。2008 年以降は新ＳＣ基準によるデータ。 

注 2 店舗面積は、ＳＣ内の物品販売業、飲食業、サービス業それぞれの店舗区画の面積。店舗間の通路は含まない。 

注 3 ＳＣ年間総売上高（推計値）は 2019 年から消費税抜、それ以前の 2001 年から 2018 年は消費税込 

 

図表 1-2 ＳＣ総数と売上高（推計）の年別推移 

注 ＳＣ年間総売上高（推計値）は 2019 年から消費税抜、それ以前の 2001 年から 2018 年は消費税込 
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図表 1-3  立地区分別ＳＣ数 

年 

(暦年) 
ＳＣ総数 

立地区分別ＳＣ数 

中心地域 周辺地域 

2019 3,209 476 2,733 

［立地区分］ 

中心地域：人口 15 万人以上の都市で、商業機能が集積した中心市街地 

周辺地域：中心地域以外の地域 

（立地区分に関する詳細はＳＣ協会ＷＥＢサイトを参照のこと） 

 

 

図表 2-1  オープンＳＣ数およびＳＣ総数の年別推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 2-2  オープン１ＳＣあたりの店舗面積・テナント数の年別推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年 
(暦年) 

オープン 

ＳＣ数 

平均店舗面積 

(㎡） 

平均テナント

数 

（店舗） 

2001 43 17,266  54 

2002 66 15,772  49 

2003 63 21,199  63 

2004 74 23,607  70 

2005 71 22,036  62 

2006 83 25,717  70 

2007 97 23,705  67 

2008 88 27,791  82 

2009 57 16,283  49 

2010 54 16,408  58 

2011 54 19,029  69 

2012 35 14,802  55  

2013 65 18,763  60  

2014 55 20,198 61 

2015 60 19,942 69 

2016 54 17,212 51 

2017 48 19,475 58 

2018 37 20,392 61 

2019 46 15,839 50 
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Ⅰ．2020 年ＳＣ動向について  3．2020 年上期（1～6 月）のＳＣ販売統計調査報告 

図表 1  既存ＳＣ売上高（ＳＣ総合）の前年同月比伸長率の推移 

 

 

 

（％） 

2019 年(四半期) 2020 年(月) 

1 月 
～ 
3 月 

4 月 
～ 
6 月 

7 月 
～ 
9 月 

10 月 

～ 
12 月 

1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 
6 月 

(速報値) 

ＳＣ総合 0.9 1.7 2.5 ▲4.3 ▲1.3 ▲3.3 ▲28.0 ▲68.8 ▲61.4 ▲15.0 

ﾃﾅﾝﾄ/ｷｰ 

ﾃﾅﾝﾄ別 

ﾃﾅﾝﾄ 1.4 2.1 2.9 ▲3.9 ▲1.0 ▲3.8 ▲30.7 ▲76.2 ▲69.1 ▲17.1 

ｷｰﾃﾅﾝﾄ ▲1.4 ▲0.4 1.2 ▲5.7 ▲2.6 ▲1.4 ▲16.3 ▲37.2 ▲28.2 ▲7.2 

都市 

規模別 

大都市 － － － － ▲0.9 ▲3.7 ▲32.0 ▲74.3 ▲69.3 ▲22.4 

その他の都市 － － － － ▲1.6 ▲3.0 ▲24.9 ▲64.5 ▲55.2 ▲9.5 

立地別 中心地域 － － － － ▲1.0 ▲3.6 ▲34.0 ▲78.7 ▲75.8 ▲26.0 

周辺地域 － － － － ▲1.5 ▲3.2 ▲25.0 ▲64.0 ▲54.4 ▲9.9 

大都市 札幌市･仙台市・千葉市・東京区部・川崎市・横浜市・名古屋市 ・京都市 ・大阪市・神戸市・広島市・福岡市・北九州市  

中心地域 人口 15 万人以上の都市で、商業機能が集積した中心市街地  周辺地域 中心地域以外の地域 

＜各月の概況＞ 

【1 月】 ▲１．３％ 記録的な暖冬の影響により衣料品を中心に冬物商品の動きが鈍く前年売上を下回った。大都市部
のキーテナントは新型コロナウイルスの影響でインバウンド客が減少しているとの声が聞かれた。 

【2 月】 ▲３．３％ 閏年による営業日数増、祝日増というプラス要因があったが、新型コロナウイルス感染拡大に伴う外
出自粛により、来館者数減少の影響が見られ始めた。特に、百貨店がキーテナントである大都市・中
都市のＳＣでのインバウンド売上減が顕著となった。 

【3 月】 ▲２８．０％ 新型コロナウイルス感染拡大に伴う外出自粛傾向が更に進み、加えて休校に伴うテナント従業員へ
の配慮や感染拡大防止のために営業時間短縮や週末の営業自粛を行うＳＣが広がりはじめ、売上
が急減した。 

【4 月】 ▲６８．８％ 緊急事態宣言を受けて自主的に全館休業や生活必需品を取り扱う食品スーパーやＧＭＳの一部な
どの限定的な営業とするＳＣが全国に拡大。記録的な落ち込みとなった。 

【5 月】 ▲６１．４％ 14 日以降の段階的な緊急事態宣言解除を受け、感染防止策を講じたうえでＳＣの営業が順次再開
し、郊外エリアを中心に客足が戻り始めたものの、大型連休中の休業が大きく響き、売上の改善幅は
小幅にとどまった。 

【6 月】 

(速報値) 

▲１５．０％ 

 

6 月に入り、休業していた首都圏のＳＣも営業を再開。自粛疲れの反動が見られたことや春夏物の値
引き販売もあり、地域密着型を中心に多くのＳＣで前月から売り上げを大きく改善した。 
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月

(

速
報
値)

６
月

2019年(四半期) 2020年(月)

（％）

2020 年上期（1～6 月）の既存ＳＣの売上高は大幅な減少 

 

新型コロナウイルスの影響が年初から見られ始め、4 月の緊急事態宣言発出に伴い、自主的な営業自粛や営

業時間短縮を行ったことで、2020 年上期の売上は大幅なマイナスとなった。4 月に前年同月比▲68.8％まで落

ち込んだが、5 月以降は営業再開をしたＳＣを中心に回復の兆しも見え 6 月は▲15.0％まで回復。 

(％) 

2 日～「多くの学校
が休校に」 

25 日「【東京都】週
末の外出自
粛要請」 

7 日 「緊急事態宣言 
(7 都府県)」 

16 日「緊急事態宣言 
(全国)」 

14 日「緊急事態宣言解
除 (39 県)」 

21 日「同(3 府県)」 
25 日「同(5 都道県) 」 

27 日「3/2 からの 
休校要請発表」 

2019 年(四半期) 2020 年(月) 
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（参考１）クレジットカード等による取引におけるカテゴリー別の決済金額シェア推移 

 
出典：三井住友カード㈱、㈱顧客時間「コロナ影響下の消費行動レポート 第 2 弾」(2020 年 6 月 30 日) 

 

（参考２）リーマンショック、東日本大震災発生時の売上動向 

 
出典：(一社)日本ショッピングセンター協会「ＳＣ販売統計調査」（2008 年 1 月～2012 年 10 月） 
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図表 2 ＳＣ・百貨店・チェーンストア売上高前年対比伸長率  

  

以上 

＊この件に関するお問い合わせは、情報企画部まで（TEL.03-5615-8524）  

ＳＣ総合 ﾃ ﾅ ﾝ ﾄ ｷｰﾃﾅﾝﾄ

 ００年 ▲ 3.4 ▲ 3.1 ▲ 3.7 ▲ 2.2 ▲ 5.1

 ０１年 ▲ 2.2 ▲ 1.4 ▲ 3.3 ▲ 0.4 ▲ 5.2

 ０２年 ▲ 2.1 ▲ 2.1 ▲ 2.1 ▲ 2.3 ▲ 2.1

 ０３年 ▲ 1.6 ▲ 0.8 ▲ 2.4 ▲ 2.8 ▲ 3.2

 ０４年 ▲ 1.7 ▲ 0.9 ▲ 2.9 ▲ 2.8 ▲ 3.5

 ０５年 0.3 1.5 ▲ 1.9 ▲ 0.2 ▲ 2.6

 ０６年 0.3 0.9 ▲ 0.7 ▲ 0.7 ▲ 2.7

 ０７年 0.0 0.3 ▲ 0.6 ▲ 0.5 ▲ 1.4

 ０８年 ▲ 1.5 ▲ 1.1 ▲ 2.3 ▲ 4.3 ▲ 0.7

 ０９年 ▲ 6.8 ▲ 6.5 ▲ 7.4 ▲ 10.1 ▲ 4.3

１０年 ▲ 2.0 ▲ 1.7 ▲ 2.8 ▲ 3.1 ▲ 2.6

１１年 ▲ 1.3 ▲ 1.1 ▲ 1.5 ▲ 2.0 ▲ 0.8

１２年 0.5 1.5 ▲ 1.6 0.3 ▲ 1.9

１３年 ▲ 0.5 ▲ 0.1 ▲ 1.3 1.6 ▲ 0.7

１４年 0.1 0.5 ▲ 0.9 0.3 ▲ 0.6

１５年 0.0 0.3 ▲ 0.6 ▲ 0.2 0.7

１６年 ▲ 1.1 ▲ 0.9 ▲ 1.4 ▲ 2.9 ▲ 0.4

１７年 0.6 1.0 ▲ 0.9 0.1 ▲ 0.9

１８年 0.6 1.0 ▲ 1.0 ▲ 0.8 ▲ 0.2

１９年 0.4 0.8 ▲ 1.5 ▲ 1.4 ▲ 1.8
2019上半期 （1 ～ 6月） 1.3 1.7 ▲ 0.8 ▲ 0.9 ▲ 1.3
2019下半期 （7 ～ 12月） ▲ 1.0 ▲ 0.7 ▲ 2.1 ▲ 1.8 ▲ 2.3

（ 1 ～ 3月） 0.9 1.4 ▲ 1.4 ▲ 0.9 ▲ 1.8

（ 4 ～ 6月） 1.7 2.1 ▲ 0.4 ▲ 0.9 ▲ 0.7

（ 7 ～ 9月） 2.5 2.9 1.2 6.8 ▲ 1.7

（10 ～12月） ▲ 4.3 ▲ 3.9 ▲ 5.7 ▲ 8.8 ▲ 2.9

1月 ▲ 0.6 ▲ 0.3 ▲ 2.1 ▲ 2.9 ▲ 3.4

2月 0.9 1.5 ▲ 1.7 0.4 ▲ 2.5

3月 2.2 2.7 ▲ 0.3 0.1 0.5

4月 0.2 0.7 ▲ 2.0 ▲ 1.1 ▲ 1.0

5月 2.6 3.0 0.8 ▲ 0.8 ▲ 0.7

6月 2.4 3.2 ▲ 0.5 ▲ 0.9 ▲ 0.7

7月 ▲ 3.1 ▲ 2.4 ▲ 6.2 ▲ 2.9 ▲ 7.1

8月 2.4 2.8 0.8 2.3 ▲ 0.3

9月 8.3 7.7 10.8 23.1 2.8

10月 ▲ 8.3 ▲ 7.7 ▲ 10.8 ▲ 17.5 ▲ 4.1

11月 ▲ 1.6 ▲ 1.4 ▲ 2.4 ▲ 6.0 ▲ 1.4

12月 ▲ 3.6 ▲ 3.3 ▲ 4.9 ▲ 5.0 ▲ 3.3

1月 ▲ 1.3 ▲ 1.0 ▲ 2.6 ▲ 3.1 ▲ 2.0

2月 ▲ 3.3 ▲ 3.8 ▲ 1.4 ▲ 12.2 4.1

3月 ▲ 28.0 ▲ 30.7 ▲ 16.3 ▲ 33.4 0.8

4月 ▲ 68.8 ▲ 76.2 ▲ 37.2 ▲ 72.8 ▲ 4.5

5月 ▲ 61.4 ▲ 69.1 ▲ 28.2 ▲ 65.6 1.3

6月(速報値) ▲ 15.0 ▲ 17.1 ▲ 7.2

2020 月別

Ｓ　　　　　Ｃ

百貨店
チェーン

ストア
既 存 Ｓ Ｃ

年別

2019四半期別

2019 月別

　チェーン

ストア協会
出　　　　　　典    日本ショッピングセンター協会

百貨店

協   会
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Ⅱ．新型コロナウイルス感染拡大に伴う業界動向について   1．ＳＣの取り組みについて 

ＳＣの取り組みについて 

  

（1）営業自粛による休業 

新型コロナウイルス感染拡大は、日本のＳＣ業界に大きな影響を与えました。感染拡大の状況を受け

て、地域社会における生活インフラとしての役割を果たしてきたＳＣは、社会に与える影響の大きさを

懸念して自主的な営業自粛を行いました。 

全国のＳＣでは、一部の生活必需品を扱う店舗で地域住民のライフラインを守るために営業を継続し

ながらも、緊急事態宣言が解除されるまで休業を余儀なくされました。 

 

 

（2）休業がもたらした影響 

ＳＣの休業により出店するテナント企業も大きな痛手を被り、ディベロッパーにおいてテナントへの

支援として「テナント賃料の減免」の動きが見られました。ＳＣ協会が行ったディベロッパー会員向け

アンケート（※）では、休業にともなうテナント賃料の減免に関して以下の回答がありました。 

（※）アンケート期間・・・6/29（月）～7/8（水） 

アンケート対象・・・ＳＣ協会のディベロッパー会員 314 社 

回答社数   ・・・73 社（回答社ＳＣ数 1,168） 

 

①テナント賃料の減免状況（1つのみ回答） 

※複数のＳＣがある場合、1ＳＣ以上で減免した場合は「実施した」で回答 

 

減免状況 回答数 割合 

減免を実施した（全館または一部） 67  96% 

減免を検討している（交渉中を含む） 1  1% 

減免は実施しない 1  1% 

その他 1  1% 

合計 70  100% 
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②減免を実施した場合、賃料の平均引き下げ率（固定賃料または最低保証を対象） 

 

a.固定賃料 

 
 

 

b.最低保証 
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(3)営業再開 

5 月 14日以降、段階的な緊急事態宣言の解除に伴い、解除された地域から徐々にＳＣの営業が再開。

緊急事態宣言が全国で解除された 5月 25日以降、首都圏のＳＣにおいても営業が再開されました。 

ＳＣ協会が行ったＳＣ販売統計協力ディベロッパー企業向けアンケート（※）では、①6月の来館者

数と②下期(7月～12月)の売上高ならびに来館者数の見通しについて以下の回答がありました。 

（※）アンケート期間・・・7/1（水）～7/15（水） 

アンケート対象・・・ＳＣ販売統計協力ディベロッパー企業 

  回答ＳＣ数  ・・・２３７ＳＣ 

 

①2020年 6月の来館者（またはレジ客）数の対前年同月比 

a.都市規模別 

 

大都市 札幌市･仙台市・千葉市・東京区部・川崎市・横浜市・名古屋市 ・京都市 ・大阪市・神戸市・広島市・福岡市・北九州市  

 

b.立地別 

 

中心地域 人口 15 万人以上の都市で、商業機能が集積した中心市街地  周辺地域 中心地域以外の地域 

 

  

0％以上～

10％未満

10％以上～

20％未満

20％以上～

30％未満

30％以上～

40％未満

40％以上～

50％未満

50％以上～

60％未満

60％以上～

70％未満

70％以上～

80％未満

80％以上～

90％未満

90％以上～

100％未満
100％以上

大都市(99SC) 0% 0% 0% 2% 6% 15% 18% 17% 23% 16% 2%

その他の都市(138SC) 0% 0% 1% 0% 0% 1% 7% 12% 35% 35% 9%

0%

20%

40%

構
成
比

大都市(99SC)

その他の都市(138SC)

0％以上～

10％未満

10％以上～

20％未満

20％以上～

30％未満

30％以上～

40％未満

40％以上～

50％未満

50％以上～

60％未満

60％以上～

70％未満

70％以上～

80％未満

80％以上～

90％未満

90％以上～

100％未満
100％以上

中心地域(65SC) 0% 0% 0% 3% 5% 12% 25% 23% 17% 12% 3%

周辺地域(172SC) 0% 0% 1% 0% 2% 5% 6% 10% 35% 33% 8%

0%

20%

40%

構
成
比

中心地域(65SC)

周辺地域(172SC)
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②前年７月～１２月と比較した当年７月～１２月の見通し 

 都市規模別 立地別 

 

a.売上高 

 

 
大都市 

(99 SC) 

その他の都市 

(138 SC) 

増加 0% 4% 

前年並み 3% 9% 

減少 69% 62% 

不明 28% 25% 

（構成比） 

 

 
中心地域 

(65 SC) 

周辺地域 

(172 SC) 

増加 0% 3% 

前年並み 8% 6% 

減少 72% 62% 

不明 20% 29% 

（構成比） 

b.来館者数  

 
大都市 

(99 SC) 

その他の都市 

(138 SC) 

増加 1% 2% 

前年並み 2% 4% 

減少 68% 69% 

不明 29% 25% 

（構成比） 

 

 
中心地域 

(65 SC) 

周辺地域 

(172 SC) 

増加 2% 2% 

前年並み 3% 3% 

減少 74% 66% 

不明 22% 29% 

（構成比） 

注)回答の構成比は小数第 1 位を四捨五入しているため、合計は必ずしも 100％にはなりません 
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(4)営業再開以降のＳＣの取り組み 

①「小売業の店舗における新型コロナウイルス感染症感染拡大予防ガイドライン」を踏まえた取り組み 

ＳＣ協会を含む流通業界 12団体で、『小売業の店舗における新型コロナウイルス感染症拡大予防ガイ

ドラインを策定しました。1）店舗における感染予防対策、2）従業員の感染予防・健康管理、3）買い

物エチケットに係る顧客への協力依頼・情報発信の 3つの観点から、感染拡大予防として有効である身

体的距離の確保や清掃・消毒、接触感染・飛沫感染の防止などを中心に、各ＳＣにおいて、施設および

従業員として取り組むべき施策、お客様にご協力いただく施策を具体的に示しています。 

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

●渋谷パルコ 

「29 の飲食店でテイクアウトメニュースタート」 

渋谷パルコに出店する 29 の飲食店でテイクアウトメニュ

ーがスタート。また、10 階の屋上庭園にテイクアウトした

料理を食べられるように椅子と机を設置。 

●ニッケコルトンプラザ「清掃活動のお知らせ」 

●イオンモール 

「『ドライブインパブリックビューイング』開催」 

ニューノーマルにおける新たなエンターテイメントとし

て、J リーグの試合を車内で観戦することで 3 密を避けた

リアルイベント。音声はカーステレオの FM 受信機を使い、

車の中でも楽しむことができる。 

●ルミネ「来館されるお客様へのお知らせ」 
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② 地域支援活動 

ＳＣは、地域住民の生活に無くてはならない存在として、地域の活性化や環境保全、生活者の多様なニー

ズに対応した暮らしの総合的サポートを行っています。3月中旬から多くのＳＣが集客イベントなどを延期

または中止しましたが、今だからこそできる地域支援策に取り組んでいます。 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

●イオンモール 

「日本赤十字社と連携し、献血活動を強化」 

新型コロナウイルス感染拡大の影響により、献血協力

が減少し血液不足が懸念されたため、営業を再開したＳ

Ｃで献血活動の受け入れを強化した。 

 

●トレッサ横浜  

「『とれおんくん募金』実施」 

新型コロナウイルス対策支援として「とれおんくん募

金」を実施。携帯アプリ「トレッサウォレットアプリ」

内にチャージされた「トレッサマネー」での売上１％が

「かながわコロナ医療・福祉等応援基金」寄付される。 

●三井ショッピングパークららぽーと 

「『マナーバーゲン』開催」 

例年実施しているサマーバーゲン「LaLaport BARGAIN」

は、新型コロナウイルスの感染拡大防止に努めながら新し

い生活様式に対応したお買い物の楽しみをお届けするため

に「マナーバーゲン」として開催。 

施設側の取り組みに加え、お客様に安心してご来館いた

だけるよう 6つのマナーを提案した。 

 

「マナーバーゲン」6 つのマナー 

 ①来館時のマスク着用 

②支払い時のキャッシュレス促進 

③座席などのスペースをゆずり合っての利用 

④ソーシャルディスタンスの確保 

⑤積極的な接客の控え 

⑥ベビーカーご持参の推奨 
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Ⅱ．新型コロナウイルス感染拡大に伴う業界動向について   2．ＳＣ協会の取り組みについて 

ＳＣ協会の取り組みについて 

 

(1)ＳＣ協会から政府等への要望 

ＳＣ協会は、新型コロナウイルス感染拡大に伴う国・地方自治体等の動向に応じて、政府等への要望

等及び会員への情報発信（周知）を行いました。 

 

①臨時休校要請を受けての取り組み 

●2/27（木）、安部首相が全国の小・中・高校等の臨時休校を要請する考えを表明。 

●ＳＣ業界においても主にテナント企業が従業員確保に困難をきたす事が懸念されたため、ディベ 

ロッパー会員に対し､テナント企業の営業状況の十分な留意･適切な配慮に関する文書を発信した。 

 

②「東京都の外出自粛要請～緊急事態措置下の休業要請」に対する取り組み 

●4/7（火）、7都道府県へ緊急事態宣言を発出。 

●東京都の外出自粛要請（3/25）により、発令前から自主休業する百貨店やＳＣが増加していたた 

め、東京都の緊急事態措置において、休業要請施設の範囲を明確化するよう東京都に強く要請。 

●結果として、ＳＣ内において生活必需物資等を取り扱う店舗については「社会生活を維持する上で 

 必要な施設」として営業継続対象として取り扱われることとなった。その後、多くの地方自治体が 

東京都の考え方を踏襲することとなり、会員の判断基準の 1つとなった。 

 

③緊急経済対策に関する要望について 

●4/16（木）、緊急事態宣言が全国へ拡大。 

●全館自主休業等を継続するＳＣも多く、テナント賃料の問題は更に深刻化。ディベロッパーに対す  

る賃料減免や支払い猶予の要請が急増した。 

●4/27（月）、流通 8団体と連名で経済産業大臣宛の要望書を提出。事業収入が相当に減少した施設

所有者等に対する固定資産税の減免を企業規模に関わらず行うこと、およびテナント事業者等に対

する持続化給付金の充実と企業規模要件の撤廃を求めた。 

●中小・小規模事業者に対する固定資産税の減免措置は第 1次補正予算で成立（4/30）したが、今後 

の更なる拡充に向けた働きかけを行う。 

 

④テナント家賃支援策に関する要望について 

●休業要請が長期化する中、テナント賃料問題に対する直接的な対策が火急の課題となった。 

●第 2次補正予算に向けてテナント家賃支援策に焦点を絞り、5/1（金）に流通 2団体と連名で経済 

産業大臣、国土交通大臣、自民党宛の要望書を提出。テナント事業者のみならず施設所有者等の賃 

貸人への直接の助成措置、その対象を企業規模で制限しない事等を求めた。また第 1次補正予算で 

成立していた「地方創生臨時交付金」の使途としても家賃支援策を講じてもらうべく、同様の要望 

書を東京都知事宛に提出した（5/18）。 

●結果として、テナント事業者向けの「家賃支援給付金」が第 2次補正予算で成立（6/12）。また、 

「地方創生臨時交付金」が第 2次補正予算で増額され、その使途の 1つとして、地方自治体による 

「家賃支援を含む事業継続支援」が追加された。 
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⑤業種別ガイドラインの作成について 

●5/4（月）、緊急事態宣言の延長が発表され、政府の基本的対処方針の中で、経済活動の再開を見 

据えた持続的な感染予防対策を、業種別にガイドラインとして作成する事とされた。 

●「小売業の店舗における新型コロナウイルス感染症感染拡大予防ガイドライン」を流通 11団体と 

共同で作成し、5/14（木）に公表（5/22に一部改訂）。 

 

 

 

（2）新型コロナウイルス情報提供サイト 開設 
ＳＣ協会は、新型コロナウイルス感染拡大を受けて、2020年 2

月 28 日（金）に新型コロナウイルス情報提供サイト『新型コロ

ナウイルス感染症の対応等について』を開設しました。 

協会および官公庁等からの発信情報や関連ガイドライン、官公

庁等の新型コロナウイルス関連サイトのリンク集などを掲載し

ています。 

引き続き当サイトで迅速な情報発信に努めてまいります。 
 

 【視聴者数】約 15,500ユーザー 

         （2020 年 6月 30日（火）時点） 

 

 

（3）新型コロナウイルス会員支援プロジェクト『共助のちから DE 支援』 開始 
ＳＣ協会は、協会会員の皆様の力をお借りし、 新型コロナウ

イルスの危機を“共助のちから”で乗り越えるための会員支援

プロジェクト『共助のちから DE 支援』を 2020年 5 月にスター

トしました。 

新型コロナウイルス対応で困られている会員を支援するため

に、会員企業が保有されている多様な商品・サービス・スキルな

どをご提供（無償または会員特別価格）いただくことで、ＳＣ業

界一丸となってこの事態を乗り越える取り組みです。 

7 月 20日時点で 13社の会員企業にご協力いただき、感染拡大

防止ツールの提供やウィズコロナ／アフターコロナを見据えた

販促支援など、さまざまな支援策をホームページ等でご紹介して

います。 

 

＜協力企業一覧＞ ※敬称略、企業五十音順 

MS&Consulting、九州ハイテック、コンビウィズ、JTB、テラオカ、店研創意、日本コンサルタントグループ、

Pathee、藤田建装、メディック、メビレーション、USEN、ワールド 

 

（4）新型コロナウイルス対策緊急 WEB セミナー 実施 
ＳＣ協会関東・甲信越支部は、新型コロナウイルス感染拡大を

受けて、『新型コロナウイルス対策緊急 WEB セミナー』を開催し

ました。2020 年 5 月 8 日（金）より協会会員サイトで配信（会

員限定／無償／オンデマンド形式）しています。 

第１弾は、危機管理が専門であるミネルヴァベリタス（株） 顧

問／信州大学 特任教授の本田茂樹氏より、「感染対策」をテーマ

にご講演いただきました。 

  



報道資料（2020 年 7 月 20 日） 

 

19 

（5）月刊誌「ＳＣ ＪＡＰＡＮ ＴＯＤＡＹ」緊急特集 
 月刊誌「ＳＣ ＪＡＰＡＮ ＴＯＤＡＹ」では、5月号、6月号、7・8 月号で新型コロナウイルス感染

症対策について緊急特集を行いました。新型コロナウイルス感染拡大に伴うＳＣの対応策や専門家の提

言などから、ＳＣへの影響と今後の対策などについて探っています。 

最新号やバックナンバーのデジタル版は各電子書籍ストアでもご購入いただけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●５月号 

＜特集＞お客様・従業員双方の安心に向けて ～日常リスクへの備え～ 

＜緊急特集＞新型コロナウイルス 今求められるＳＣの対応策 

【リサーチ】 

新型コロナウイルスの感染拡大 ＳＣの対応策 

【感染対策とＢＣＰ】 

新型コロナウイルス感染症への対応 ＳＣの観点から考える～ 

【消費行動】 

恐怖が変える消費への対応 ～リスク判断の歪み、消滅消費、ウチ消費、代償消費～ 

【コラム①】 

新型コロナウイルス感染症の流行がもたらしたアパレル・雑貨店への影響検証レポー

ト 

～ＡＩで取得したデータから見えた来店者の動向と、いま小売ができること～ 

【提言】 

守成戦略を考える ～新型コロナウイルス終息後に向けて～ 

【コラム②】 

新型コロナウイルス感染拡大 ～中国事情～ 

●６月号 

＜特集＞ダイバーシティ＆インクルージョン ～ＳＣの働き方～ 

＜緊急特集＞新型コロナウイルスの感染拡大がもたらしたＳＣへの影響 

【日本ＳＣの状況と対応策】 

新型コロナウイルス感染拡大 世界的な危機がもたらしたＳＣへの影響 

【採用・働き方の変化】 

コロナ苦境を乗り越える骨太な人事戦略 

【海外レポート 米国】 

米国における新型コロナウイルスの影響と対策 

【海外レポート ドイツ】 

ドイツ・デュッセルドルフにおけるコロナ禍の状況 ～日常生活の視点から～ 

●７・８月合併号 

＜特集＞変わる消費者にどう立ち向かうか ～ビジネスモデル最前線～ 

＜緊急特集＞コロナショックで問われるリアル店舗の進化 

【消費行動の変化】 

新型コロナウイルスは消費行動にどのような影響を与えたか 

【リサーチ】 

買い物意向調査から考える生活者の変化 

【提言①】 

コロナ自粛が再認識させたリアル店舗のこれからの意義 

【提言②】 

新型コロナウイルス対応から生まれる「顧客価値」を集客の武器に 

【コラム】 

これから先の「モノを売るということ」 

【法律 Q＆A】 

コロナ禍におけるＳＣの法律問題 
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（6）今後の取り組み 
 

これまでＳＣはリアルな場をもつ施設として、「顧客ニーズに応える商品や情報」、「接客を通したき

め細やかなサービス」、「快適に過ごしていただく空間」を提供してきました。 

 新型コロナウイルス感染の拡大をきっかけに、消費行動が大きく変化することが想定され、これまで

提供してきた価値に加え、「安心・安全の提供」や「環境への配慮」、「更なる利便性の追求」に努めて

いくことが重要であると認識しています。 

 これらの新たな価値提供を実現するためには、様々な分野で著しい進展を見せるデジタル技術の活用

がＳＣ業界においても欠かせない要素となっています。 

 「混雑状況・入店待ち状況のリアルタイムでのお知らせ」、「キャッシュレス決済による非接触販売」

といった、お客様がより安心・安全にお買い物できる場を提供するとともに、「リアルとデジタルの融

合」により、お客様が欲しいものを欲しい時にシームレスに購入できる仕組みを導入するなど、交流や

体験の場としての特長を生かしながら、より安心・安全に、より便利に、ＳＣを利用していただく取り

組みが求められるでしょう。 

 

ＳＣ協会では、デジタルトランスフォーメーション委員会を新設し、「顧客満足度を高める取り組

み」と「生産性を向上させる取り組み」といった視点から、現在のＳＣが抱える課題を抽出し、アフタ

ーデジタル社会におけるＳＣのあるべき姿をテーマに、テクノロジー全般の情報収集と整理を行うこと

で、ＳＣ運営に役立つテクノロジーの実装化に向けて研究を推進します。 
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Ⅲ．協会活動について 

第 45 回日本ショッピングセンター全国大会 

ＳＣビジネスフェア２０２１ 

コロナ禍をきっかけに、これからのＳＣの在り方について探求 

 

全国大会実行委員会では、2021年 1月 27日～29 日の第 45回日本ショッピングセンター全国大会

「ＳＣビジネスフェア２０２１」の開催に向けて、準備を進めています。政府や会場となるパシフ

ィコ横浜の展示会ガイドライン等を受けて、入場時の検温や消毒液等の感染予防アイテムの設置、

通路幅の十分な確保、セミナー会場における密を避けるレイアウト等の感染防止対策を講じて、商

談展示会やセミナー開催を計画するとともに、セミナーは併せてオンライン配信を行います。 

さて、ご承知のとおり、新型コロナウイルスの感染拡大が外出自粛やテレワーク等の非接触化を

拡げ、人々の行動を大きく変えています。そうしたなか、ＥＣの利用が更に加速していますが、一

方で生活者のリアルの買い物体験への飢餓感も如実な現実として見られます。 

このようなかつて経験したことのない変化にＳＣが対応していくため、「出会い、発見、チャン

ス、そして未来へ。」というＳＣビジネスフェアの基本的な考えを維持しつつ、今回はコロナ禍をき

っかけに、これからのＳＣの在り方について探求することを大会のメインテーマとして掲げます。 

 

（1）開催概要 

会    期：2021年 1月 27 日(水）～29日(金）10:00～18:00   ※29日(金）は 10:00～17:00 

会    場：パシフィコ横浜 展示ホール 横浜市西区みなとみらい 1-1-1 

コンテンツ：商談展示会、セミナー（セミナーはオンライン配信あり） 

当日運営：政府の業種別ガイドラインや、会場となるパシフィコ横浜の策定した入場者数等の指針を

受けて、感染拡大防止策を講じて開催する予定。 

 

（2）企画概要 

①シンポジウム・セミナー 

シンポジウム・セミナーは展示ホールで商談展示会（ＳＣビジネスフェア）と一体となって、

ＳＣ業界に向けてメッセージを発信します。キーワードとして、「流通・ＳＣ展望」「ＥＣ・デ

ジタル」「まちづくり・地方創生」「ＥＳ」「リスクマネジメント」等を掲げ、ウィズコロナ、

アフターコロナ時代に、これからのリアルの場の在り方を示唆する講座を企画し、会場での聴講

とオンライン配信の２本立てで計画します。 

②商談展示会（ＳＣビジネスフェア） 

商談展示会（ＳＣビジネスフェア）では、各社出展ブースを通じて、コロナ禍で一気に溢れ出

た課題解決の方策や、これからのＳＣを支える Tech 活用について提案いたします。 

会場内ではソーシャルディスタンスを確保しつつも、広場をイメージするような交流コーナー

を設け、リアルならではの楽しさを追求します。 

 

(3) 前回（ＳＣビジネスフェア２０２０）実績 

出展規模：244 社・570 小間（学生のためのＳＣ業界研究イベントを含む） 

来場者数：延べ 53,400 人（当日入場登録者数（招待者含む）は 12,874 人） 

セミナー：49 講座、聴講者 5,069 人（出展者プレゼンテーション含む） 

以上 

 

＊この件に関するお問い合わせは、ＳＣビジネスフェア担当まで（TEL.03-5615-8526） 
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Ⅲ．協会活動について 

新たな時代に対応したセミナーを開催 

～ＳＣ業界の発展とお客様や地域の皆様に役立つＳＣを目指して～ 

  

ＳＣ協会では、アフターコロナ時代の視座を定めるために、広い視野と多角的な視点を持った次世代

の業界人を育成し、今後のＳＣの方向性を考えるヒントとなるようなセミナーを提供します。 

ベーシックな内容の基本セミナーや、新時代対応セミナーなど幅広いテーマで開催。 

また、ＩＣＴを活用したＷＥＢセミナーの充実を図り、地方の会員への受講機会を拡大します。 

 
 

（1）新時代対応セミナー開催〔NEW〕 

近年のＳＣ業界を取り巻く環境､情勢を踏まえ､複雑､多様化し､かつ変化の激しい時代への対応 

を行うべく､｢ＡＩ、ＩｏＴ等新技術への対応｣､｢ＥＣとリアルの融合｣､｢キャッシュレス時代への対 

応｣､｢人材確保対策｣等､ＳＣ業界の新たな課題をテーマに据えたセミナーを実施する。 
 
■7 月 14 日～20 日「ニューテクノロジーがもたらすＳＣの未来セミナー」 

■9月 23 日「キャッシュレスセミナー」 

■10 月 13 日「SDGs セミナー」  など 

 

 

（2）ＷＥＢセミナー開催〔NEW〕 

感染防止やニューノーマルへの対応の観点から、これまで地方会員へのサービス向上や受 

講スタイルの多様化を目的に開催していたＷＥＢセミナーを一気に拡充する。 
 

■7 月 14 日～20 日「ニューテクノロジーがもたらすＳＣの未来セミナー」 

■7月 29 日～8 月 7 日「ＳＣ基本管理運営セミナー」 

※8 月以降のセミナーも続々と WEB セミナー化の予定 

 

 
 

※ＳＣ協会では、ＳＣの運営や開発の実務を中心に、年間約 50 本のセミナーを開催、約 2,000 名が

受講しています。講師には、経験豊富なＳＣ経営士やＳＣ事情に精通した弁護士、またケースス

タディとして実務家を招き、プログラムを構成しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1532596763/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL2ljb29vbi1tb25vLmNvbS8xMTM4NC0lRTMlODIlQTQlRTMlODMlQjMlRTMlODIlQkYlRTMlODMlQkMlRTMlODMlOEQlRTMlODMlODMlRTMlODMlODglRTMlODElQUUlRTMlODIlQTIlRTMlODIlQTQlRTMlODIlQjMlRTMlODMlQjMv/RS=%5eADBWUb81Bh3bsn31EkeFa5nzhV5TV8-;_ylt=A2RCL6mbQFhb7WkAIRuU3uV7
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Ⅲ．協会活動について 

2020 年度 主な行事予定 

 

日程 イベント名 場所 

11 月 5 日 
ＳＣ秋晴れトップフォーラム 
（会員企業の代表者、役員クラスによる研鑽と交流） 

東京 

12 月 23 日 定例記者懇談会（冬） 東京 

2021 年 

1 月 27～29 日 

第 45 回日本ショッピングセンター全国大会 

ＳＣビジネスフェア２０２１ 
横浜 

    

 

    

 

  

※新型コロナウイルス感染拡大を受けて、2020 年度のＳＣ接客ロールプレイングコンテ

スト支部大会、全国大会、ＳＣ接客マイスター検定試験については、無観客審査での実施

までも含めた、開催に向けてあらゆる感染防止対策の検討と準備をしてきましたが、競技

者及びＳＣ関係者、応援のみなさまが安心して大会に参加できる環境を整備することが困

難と判断しました。 

また、緊急事態宣言を受けての自粛要請の中、各ＳＣ内事前研修・代表選抜会開催およ

び参加者の皆様のコンテストへの準備を整えることも困難であると考え、誠に勝手ながら

開催を中止させていただくことになりました。 



報道資料（2020 年 7 月 20 日） 

 

24 

【参考資料】 

 

●一般社団法人 日本ショッピングセンター協会とは 
日本ショッピングセンター協会は1973年4月、わが国のショッピングセンター（ＳＣ）の発展を通じて

消費者の豊かな生活づくりと地域社会の振興に貢献することを目的に設立された。その後1975年4月に、

社団法人として通商産業省（現経済産業省）から許可を受けた。2012年4月1日、内閣府から認可を受け

共益的活動を中心として行う一般社団法人に移行。 

 

会 長  清 野     智 東日本旅客鉃道㈱    顧問 

副 会 長  岩 村  康 次 イオンモール㈱     代表取締役社長 

  〃  青 柳  雄 久 三井不動産商業マネジメント㈱   取締役会長 

 〃   竹 内  彰 雄 片倉工業㈱     顧問 

 〃   福 田 三千男 ㈱アダストリア     代表取締役会長兼社長 

 〃   椋 本  充 士 ㈱グルメ杵屋     代表取締役社長 

専務理事  古 屋  雅 弘 (一社)日本ショッピングセンター協会 

 

 

 

 

 

●ショッピングセンター（ＳＣ）の定義 
ショッピングセンターとは、1つの単位として計画、開発、所有、管理運営される商業・サービス施設

の集合体で、駐車場を備えるものをいう。その立地、規模、構成に応じて､選択の多様性、利便性、快適

性、娯楽性等を提供するなど、生活者ニーズに応えるコミュニティ施設として都市機能の一翼を担うも

のである。 

 

ＳＣ取り扱い基準 

ショッピングセンターは、ディベロッパーにより計画、開発されるものであり、次の条件を備える

ことを必要とする。 

1.小売業(物販)の店舗面積は、1,500㎡以上であること。 

2.キーテナントを除くテナントが10店舗以上含まれていること。 

3.キーテナントがある場合、その面積がショッピングセンター面積の80%程度を超えないこと。

ただし、その他テナントのうち小売業(物販)の店舗面積が1,500㎡以上である場合には、 

この限りではない。 

4.テナント会(商店会)等があり、広告宣伝、共同催事等の共同活動を行っていること。 

 

ＳＣのイメージとしては、単体の施設ではなく複数の店舗の集合体であるとともに、1つの単位として

管理・運営されている施設を指す。具体的な例としては、百貨店やＧＭＳ、ＳＭなどを核とした大型商業

施設やシネコン・ホテル・公共施設などを併設した複合施設、ファッションビル、駅ビルや地下街などが

ある。 

またディベロッパーという言葉も、本来の不動産開発という意味よりはむしろ、ＳＣを管理・運営する

立場を指す場合のほうが現状では多い。 

 

 

以上 

 

 

 

会員数（2020年7月1日現在） 

第一種正会員 313社  第二種正会員 288社  賛助会員 315社  ／  合計 916社 

一般社団法人 日本ショッピングセンター協会 広報担当 

〒112-0004 

東京都文京区後楽 1-4-14 後楽森ビル 15F  

電話 03-5615-8510 FAX 03-5615-8539  

e-mail pr@jcsc.or.jp 


